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 10     環境との調和に向けた重要課題（マテリアリティ）

私たち人類が誕生してから約 3 万年になると言われていますが、
人類は地球の大きな包容力のもとで、その恩恵を享受し繁栄してき
ました。森や海の恵みを受けながら、自然との共生により豊かな感
性がはぐくまれて現在に至っています。しかし、ここ 200 年ほどの
間に人類が地球環境にもたらした変化が、急激な気候変動や生物
多様性の喪失という人類の存続に関わる重大な危機を招いているこ
とが、科学的に明らかになってきています。

当社は「最良の作品を世に遺し、社会に貢献する」を経営理念に
掲げ、時代や社会が要請する建築、まちづくりを通してサステナブ
ル社会の実現を目指してきました。1992 年に地球環境憲章を制定
して以来、地球環境への取組みを進化させ、2010 年には「環境
コンセプトブック」を公表し、2050 年のあるべき姿を提案し、そ
れを実現するための環境建築の取組みを明示しました。同時に、「人
の感性や創造性を高め、自然を活かし、ゼロカーボン建築からカー
ボンニュートラルな都市への実現を目指す」を環境コンセプトとして
策定し、具体的な目標を定めた活動を開始しました。

2011 年に発生した東日本大震災では、自然の猛威を思い知らされ
ることとなり、改めて自然やエネルギーとの向き合い方を根本から
見つめ直す教訓を得て、2014 年に「環境コンセプトブック」を一
部改定しました。その後も 2015 年のパリ協定、SDGs など国際
社会の地球環境への取組みが活発になり、当社も 2019 年に CO₂

削減長期目標を設定しました。2020 年には日本においても、10
月に首相が温暖化ガス実質ゼロ宣言を表明、国会で気候非常事態
宣言が採択されるなど、大きな転換期を迎えています。

当社は 2021 年 3 月に CO₂ 削減長期目標を見直し、2050 年に
排出量実質ゼロとすることを宣言、特に 2030 年までの CO₂ 削減
の具体的な道筋を示すとともに、「環境コンセプト」の後半部分を「ラ
イフサイクル CO₂ゼロからカーボンニュートラルな社会の実現を目
指す」としました。また、これに合わせて「環境コンセプトブック」
を全面改定し、当社が目指すサステナブル社会ー健康・快適で豊
かに暮らせる社会、脱炭素社会、資源循環社会、自然共生社会ー
の実現に向けた広範な地球環境への取組みを表しました。

世界中を襲った新型コロナウイルス感染症は、私たち人類に警鐘を
鳴らしました。地球環境もすべての人が想いをひとつにして取組み
を進めなければ危機の回避は難しいと言われています。この「環境
コンセプトブック」で「まちづくり総合エンジニアリング企業」グルー
プを目指す当社の地球環境保全への決意を、さまざまなステークホ
ルダーにお伝えすることで、ともにサステナブル社会の実現に向かっ
ていきたいと思います。

                                                                       2021年４月　　　　　　　　　

取締役名誉会長 取締役会長 取締役社長
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地球環境に関する世界の動き　　　　 1962　　　　  1972             1987          1992　　　　　1997
レイチェル・カーソン

「沈黙の春」
ローマクラブ

「成長の限界」
「持続可能な開発」
提言

地球サミット
（リオ）

COP3
地球温暖化防止条約
京都議定書採択

「緑」を、自然・故郷・季節・人情などの言葉のもつ
メンタルな領域を含めて、豊かな環境の創造を意味
する言葉としてとらえ、実践

サステナブル・ワークス
お客様とともに環境と調和する空間創造を行う
ことをめざした当社の建築への取組み

01 経営理念：最良の作品を世に遺し、社会に貢献する

1899 創立 1953 1992 1998

1971 2004

自社オフィスにおける         省資源・省エネルギー活動

 1  3  5  7  9  11  13  15  17  19

 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

京都議定書発効 COP10
生物多様性条約
名古屋議定書採択

東日本大震災
2005　　　　　　　　　　　　  2010           2011.3.11                     2015                         2020

われらのモットー *¹
無駄なく　親切に　最良の工事
*1 
1955 年に

「信用第一に　よりよい仕事を親切に　無駄をなくして安全に」
というフレーズに改定した

地球環境憲章
環境にやさしい建築技術の展開と
環境と調和する空間創造に努め
社会の持続的発展に貢献する

ISO14001 認証取得 環境方針
環境と調和する空間創造に努め
社会の持続的発展に貢献する
　活動指針
　1. 脱炭素社会、資源循環社会、自然共生社会
　2. 環境リスク対策
　3. 環境マネジメント
　4. 教育による環境意識の向上
　5. 環境コミュニケーション
　6. 社会的な環境活動

環境メッセージ
人と自然をつなぐ
2050年に向けた環境メッセージ・
コンセプトを制定、
環境コンセプトブック発行

生物多様性活動指針
　1. 認識と共有
　2. 環境マネジメント
　3. 研究開発
　4. 建設活動
　5. 自社施設
　6. 教育 ･ 啓発
　7. 連携 ･ 協働

SDGs BOOKLET
SDGs 達成に向けた
当社の取組み

4 つの視点と16 の指標
書籍「竹中の環境建築」の中で、建築の内部空間
から都市へと広がる 4 つの視点を定め、環境建
築を実現するための指標を整理

Net ZEB
プロジェクトの実現

コーポレートメッセージ：想いをかたちに　未来へつなぐ

2009 2010 2012 2020

201820162013

COP21
パリ協定採択
SDGs 合意
                  ESG 投資拡大

COVID-19
2050 年 GHG 実質ゼロ 首相表明
衆参　気候非常事態宣言

2725 21 29 32 34 37 39 41

22 24 26 28 30 31 33 35 36 38  40  42
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都市木造
プロジェクトの実現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

環境
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FSC認証紙と大豆インキ(Non-VOC)を使用し、環境にやさしい「水なし印刷」を採用しました。 Cat.No.060621　1801006KT Printed in Japan

コンセプトブック

本社 〒541-0053 大阪市中央区本町4丁目 1-13 TEL：06(6252)1201

北海道支店 〒060-0042 札幌市中央区大通西4-1 TEL：011(261)2261

東北支店 〒980-0803 仙台市青葉区国分町3丁目 4-33 TEL：022(262)1711

東京本店 〒136-0075 東京都江東区新砂1丁目 1-1 TEL：03(6810)5000

横浜支店 〒220-0022 横浜市西区花咲町6-145 TEL：045(321)1261

東関東支店 〒260-0024 千葉市中央区中央港1丁目 16-1 TEL：043(242)0525

北関東支店 〒330-0845 さいたま市大宮区仲町2-25 TEL：048(647)4471

名古屋支店 〒460-8633 名古屋市中区錦1丁目 18-22 TEL：052(211)2111

大阪本店 〒541-0053 大阪市中央区本町4丁目 1-13 TEL：06(6252)1201

京都支店 〒604-8811 京都市中京区壬生賀陽御所町3-1 TEL：075(801)2131

神戸支店 〒651-0086 神戸市中央区磯上通7丁目 1-8 TEL：078(265)3300

四国支店 〒760-0022 高松市西内町12-11 TEL：087(851)1175

広島支店 〒730-0015 広島市中区橋本町10-10 TEL：082(212)0111

九州支店 〒810-0001 福岡市中央区天神4丁目 2-20 TEL：092(711)1211

竹中技術研究所 〒270-1395　千葉県印西市大塚1丁目 5-1 TEL：0476(47)1700

お問い合せ先 広報部 TEL：03(6810)5140

www.takenaka.co.jp

1996 1998
施工段階の CO₂
発生抑制の取組み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
省燃費運転、バイオ燃料

資源循環への取組み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
リデュース・リユース・リサイクル活動

2001 2012 2014
グリーン調達推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　環境にやさしい解体工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

竹中ハットダウン工法、竹中グリップダウン工法
廃棄物の有効活用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ECM セメント、モルトール
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1. 村山龍平邸　和館
2. 明治生命館
3. 朝日新聞大阪本社
4. 朝日新聞東京本社

8. 天神ビル
9. 新阪急ビル
10. 御堂ビル
11. 国立劇場

12. 文藝春秋本館
13. 横浜天理ビル
14. 大同生命江坂ビル
15. 阪急グランドビル

5. 新朝日ビル
   （大阪フェスティバルホール）
6. 関電本社ビル
7. 飯野ビル

20. 有楽町マリオン
21. IBM 箱崎ビル
22. 吉本ビルディング（ヒルトン大阪）
23. クリスタルタワー

16. 朝日新聞東京本社
17. 芦屋浜高層住宅
18. オーエムホテル日航ビル
19. 太陽の郷スポーツガーデン

24.トヨタテクノミュージアム
      産業技術記念館
25. アクロス福岡
26. 横浜赤レンガ倉庫

27. 京都暁星高等学校
28. 賢島ミキハウス荘
29. 竹中工務店東京本店
30. JTB ビル

31. 東京サンケイビル
32. 佐川美術館樂吉左衞門館
33. 日本土地建物ラティス青山
34. アシックス本社東館

35. イオン千種ショッピングセンター
36. 日産自動車グローバル本社
37. 第一生命新大井事業所
38. シオノギ医薬研究センター

39. 飯野ビルディング
40. あべのハルカス
41. 竹中工務店東関東支店
42. テイ・エス テック新本社ビル

E PJA

古川泰造　A,I,L,N
そあスタジオ　B
小川泰祐　C,E,K,M

松村芳治　D
畠山崇　F
吉村行雄　G

小川重雄　P滝田フォトアトリエ　H
エスエス　J
新建築社写真部　O
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世界平均地上気温の変化

対策が不十分な場合、2100 年には産業革命前より４℃程度気温が上昇し､　
異常気象が多発する
2020 年現在 1.2℃上昇、2030 年に 1.5℃を超える予測

34 カ国から 1,910 の国、 自治体、 団体が宣言、 8.26 億人をカバー
（2021 年 3 月 20 日現在）
2100 年異常気象の常態化、砂浜消失、豪雨時都市水没

2020.10.26 菅首相 所信表明

グリーン社会の実現

「二酸化炭素排出実質ゼロ」を表明する人口は
1億人を超えている。（２０２１年４月２０日時点）

建設業
7,833.6
（20.3%）

計
3億8,563.6
（100%）

電気・ガス・
熱供給・水道業
 10,178.3
　　  (26.4%)

農業、林業
8,394.3
（21.8%）

パルプ・紙・
紙加工品製造業
3,050.1（7.9%）

鉄鋼業
2,634.7 （6.8%）

食料品製造業
945.2（2.5%）
化学工業
940.5 （2.4%）
窯業・土石製品製造業
918.2（2.4%）
鉱業
795.9 （2.1%）

その他の業種
2,872.9
（7.4%）

資料：環境省「産業廃棄物排出・処理状況調査報告書」

単位：万トン/年

２
０
２
０
年
の
世
界
・
日
本

2020.12.25　政府
「2050 年カーボンニュートラルに伴う
グリーン成長戦略」を策定

気温上昇 2℃までに残された許容 CO₂ 排出量はわずかで、化石燃料埋蔵量の
うち 20 年超分しか使えない

異なる種の集団における現在の世界的な絶滅リスク
絶滅危慣穫の割合の推定値

注： 国際自然保護連合（IUCN）作成の絶滅のおそれのある種のレッドリストによる絶滅危惧種が各分類群
の中で占める割合。総合評価、標本（サンプル）評価、一部の選択的な評価の3通りのいずれかで評価
した結果。

資料： IPBES の地球規模評価報告書政策決定者向け要約より環境省作成

世界平均地上気温の変化
2081～2100 年

平均

2100（年）

（℃）

20502000
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21 世紀末には、RCP2.6
では 0.3～1.7℃の上昇
となる可能性が高い

注 ：1986～2005年平均からの変化。
資料：気候変動に関する政府間パネル（IPCC）「第5次評価報告書統合報告書政策決定者要約」より環境省作成

21世紀末には、RCP8.5では
上昇となる可能性が高い

2.6～4.8℃の

世紀末には、RCP2.6では
上昇となる可能性が高い

0.3～1.7℃の21

気温変化の観測と予測

異常気象と世界・日本の気候非常事態宣言の加速 廃棄物削減の課題

2050年 脱炭素宣言の加速

種の絶滅リスク拡大

気温上昇 2℃までに残された許容 CO₂ 排出量

時事 https://climateemergencydeclaration.org/sign/

2050 年までに、温室効果ガスの排
出を全体としてゼロにする、すなわ
ち 2050 年カーボンニュートラル、
脱炭素社会の実現を目指す

出典：日本建設業連合協会「建設業ハンドブック 2020」
         （2020 年 11 月）

 建設廃棄物の排出量と最終処分量
（千万トン）

0

2

4

6

7

5

3

1

8 （2012年度）

排出量
（7,270万トン）

最終処分量
（290万トン）

・

再資源
化等

（96％）

処分
（4％）

建設混合廃棄物

その他

（2018年度）

排出量
（7,440万トン）

最終処分量
（208万トン）

再資源
化等

（97％）

処分
（3％）

建設混合廃棄物

その他

資料出所：国土交通省
建設廃棄物は、再資源化に向けた取組みの成果として、品目別に見
ても、アスファルト・コンクリート塊、コンクリート塊、建設発生
木材及び建設汚泥、建設混合廃棄物については「建設リサイクル推
進計画2014」の2018年度目標を達成している。建設発生土の有
効利用率は上昇はしたが、2018年度の目標に対しては未達成であ
った。

建設発生木材等

建設汚泥

アスファルト
コンクリート塊

コンクリート塊

建設発生木材等

建設汚泥

アスファルト
コンクリート塊

コンクリート塊

異なる種の集団における現在の世界的な絶滅リスク建設廃棄物の排出量と最終処分量

出典：環境省「令和２年版 環境白書」（2020 年 6 月）

出典：環境省「令和２年版 環境白書」（2020 年 6 月） 出典：環境省「令和２年版 環境白書」（2020 年 6 月）

［全産業排出量］
約 3.85 億トン／年

産業廃棄物の業種別排出量（2017年度）

AFP= 時事

過過去去のの期期間間ののモモデデルル結結果果

RRCCPPにによよるるｼｼﾐﾐｭｭﾚﾚｰーｼｼｮｮﾝﾝのの幅幅

年年率率11%%増増ｼｼﾐﾐｭｭﾚﾚｰーｼｼｮｮﾝﾝ

年年率率11%%増増ｼｼﾐﾐｭｭﾚﾚｰーｼｼｮｮﾝﾝのの幅幅

11887700年年以以降降のの人人為為的的起起源源ののCCOO22のの累累積積排排出出量量

1188
6611
年年
~~11
8888
00年年
平平
均均
にに
対対
すす
るる
気気
温温
上上
昇昇
（（
℃℃
））

CCOO22ののみみのの場場合合

CCOO22以以外外のの効効果果をを
含含めめたた場場合合

227755GGttCC

515 790

現現在在

22℃℃上上昇昇

出典：IPCC AR5 WGⅠ SPM Fig. SPM.10

（GGttCC）

（GGttCCOO22）

出典：IPCC AR5 WG Ⅰ SPM Fig. SPM.10
         環境省「IPCC 第 5 次評価報告書の概要 - 第 1 作業部会 ( 自然科学的根拠 )」

環境省HP「地方公共団体における2050年
二酸化炭素排出実質ゼロ表明の状況」

02

©

©

注：1986 〜 2005 年平均からの変化。
資料：気候変動に関する政府間パネル（IPCC）「第 5 次評価報告書統合報告書政策決定者要約」より環境省作成
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環
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コ
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セ
プ
ト

03

4つの視点と16の指標

事業性
事業の経済性・社会性への貢献

レジリエンス
気候変動に対応する事業継続性と適応性

資産価値
ESG 情報・ストック情報の社会発信

資源循環と木造木質建築
調達資材の CO₂ 削減と廃棄物ゼロ

地域の活性化
地域経済に貢献する社会システム

地域景観
地域景観・地域環境の質の向上

生物多様性
グリーンインフラと生物多様性の向上

地域エネルギー
エリアマネジメント、スマート化

人と自然をつなぐ
メッセージ

コンセプト

人の感性や創造性を高め、自然を活かし、ライフサイクル CO₂ゼロから
カーボンニュートラルな社会の実現を目指す

人が健康・快適で
豊かに暮らせる「健築」 01

健
康･

快
適
で

豊
か
に
暮
ら
せ
る
社
会

CONCEPT
自然と呼応する
カーボンニュートラルを目指す

脱
炭
素
社
会

自
然
共
生
社
会

社会 ･ 経済のストックとしての
建築価値創造

資
源
循
環
社
会

02
CONCEPT

03 04
CONCEPT CONCEPT

健康・快適
多様性と可変性のある健康・快適空間

感性空間
感性を刺激する空間

アクティビティ
知的生産性とウェルネス

ライフスタイル
多様なライフスタイル・ワークスタイル

外皮
自然と呼応する外皮

室内気候
屋外に連動する室内気候調節

RE100
余剰エネ活用、再エネ100％、エネ融通

ZEB・カーボンオフセット・オフグリッド
ゼロエネルギー／ライフサイクルCO₂ゼロ

地域の環境に貢献するまちづくり
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脱炭素社会

資源循環社会

自然共生社会

健康・快適で豊かに
暮らせる社会 ストレスフリー建築

ウェアラブル空調
木質建築の良さを体感する空間

水素等を活用した再エネ主力化
カーボンフリー価値取引市場
気候変動予測情報の高精度化

仮想・現実融合
生態模倣建築
多様で新しい暮らしが実現できる空間

水素活用インセンティブ電力市場

ゼロエネルギービル

断熱ガラス・サッシ拡大
放射パネル・デシカント空調機拡大
未利用エネ利用拡大
蓄電池充放電
環境性能評価・表示
ECM セメント・エボルダン・電炉鋼

ネット ZEB の拡大
BEMS 標準装備
エネマネ（AI・IoT 活用）
デジタルインフラ整備
木質バイオマス発電＋熱利用
再エネの需給調節

CO₂35％削減

新築平均で ZEH/ZEB

次世代太陽電池（壁面等）
蓄電池革新・リユース
水電解装置（余剰再エネ電力活用）
定置用蓄電池・家庭用蓄電池市場

木造木質化による CO₂ 削減
水素燃料建設重機
革新的燃料電池
光触媒による水素分離・規制緩和
建設機械（電動・水素・バイオ等）普及

CO₂100％削減
ライフサイクル CO₂ゼロビル
ストック平均で ZEH/ZEB

再エネ 50 〜 60％
電化・水素化・CO₂ 回収
火力＋ CO₂ 回収＋熱利用
水素発電

都市木造プロジェクト
輸送の削減
歴史的建築物の保存・再生

BIM のライフサイクル活用
建物・地域のストック活用・改修　
ロボット・AI による生産性向上

廃棄物 50％削減

ロジスティック改革
革新的材料
仕上材リユース
CO₂ を吸収して造るコンクリート
高層建築物等の木造化
バイオマスプラスチック

廃棄物 100％削減

サーキュラーエコノミー（循環型経済）
100％リサイクル
経年優化
水素還元製鉄
高層建築物等木造化普及
長寿命化の推進

グリーンインフラ
バイオフィリック建築
生物多様性評価
屋上・壁面緑化
DCP
自然災害リスク対策

DX 活用の地域エネマネ
スマートシティ実証
生物多様性配慮の設計施工調達
歩行者空間化・ウォーカブル
AEMS・地域防災
地域事業への参画
グリーンインフラの地域導入

15 分コミュニティ
モビリティと建築の融合
賃貸住宅のストック化
コンパクト＋ネットワーク
スマートシティ
スマートグリッド
エネルギー地産地消

生物多様性回復
都市の自然の拡大
都市の中の近隣界隈
大気汚染の劇的減少
都市の創エネと融通
公共空間の民主化

設計施工の DX
廃棄物の資源化・エネルギー化
樹脂・木質サッシ
回収ルートの最適化
食ロス削減・フードチェーン
ごみのメタン化

都市高層木造
生産システムによる資源循環
躯体長寿命化
無振動・無騒音作業所
低炭素セメント工場
廃棄物発電・熱利用
人工光合成によるプラスチック

森林グランドサイクル

分散エネルギー事業参画
バイオマス発電事業
小さい経済を守る都市
遊休不動産の暫定利用

分散型エネルギーシステム
地域の再エネ

電気・熱・モビリティの
セクターカップリング

健康建築（健築）

TCFD
ソーシャルボンド
グリーン投資促進ファンド

ユニバーサルデザイン
（ジェンダーフリー、ダイバーシティ対応）

地方分散型オフィス
感染症対策

行動や感覚に対応する環境調節
人に寄り添う環境設備

J クレジットによる取引市場
カーボンプライシング
炭素税

竹中の長期目標　　日本のグリーン成長戦略　　　

健康・快適
感性空間
アクティビティ
知的生産性とウェルネス
ライフスタイル
ワークスタイル
市場

外皮
室内気候
ZEB
カーボンオフセット
オフグリッド
RE100
ライフサイクル CO₂ ゼロ
自社オフィスの CO₂ 削減
施工時の CO₂ 削減

（作業所、調達資材）

事業性
レジリエンス
異常気象への適応
資産価値
資源循環
木造木質建築
廃棄物削減

地域の活性化
地域景観
生物多様性
地域エネルギー
エリアマネジメント
スマート化

2050 年に目指す社会の姿を実現す
る長期ロードマップを、 4 つの視点
ごとに示します。
2050 年からバックキャスティング
を行い、2030 年・2050 年の目標
を設定したものです。日本のグリー
ン成長戦略も示しています。新たな
社会システムや技術革新が必要とな
ると同時に、コストを抑制し普及展
開していくことが私たちの使命であ
ると考えています。

04

２
０
５
０
年
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

2020 2030 2050
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　健康性・快適性・ウェルネスに配慮した計画例

　ウェルネス建築事例

　感性を大切にした空間の実施例

05

健
康
・
快
適
で
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て

屋外の風速分布の時間変化
（東京都立大学名誉教授 石野久彌氏提供）

ウェアラブルデバイスによる生体情報の計測と健康性・知的生産性の評価自然換気＋機械換気による CO₂ 濃度解析

神戸改革派神学校 慈光院佐川美術館樂吉左衞門館

竹中工務店東京本店 竹中工務店深江竹友寮

竹中工務店技術研究所 もりのみやキューズモール BASE本町サンケイビル

作成：Loisos + Ubbelohde Associates室内温度の年間変動解析（自然換気、ナイトパージ）

自然換気、ナイトパージ　なし 自然換気、ナイトパージ　あり

A

B

C

D

F G H

L N

K

M
E

JI

小川重雄　A
CREW by KPS　B,C,D
古川泰造　E

Photo by 吉村行雄　F
畠山崇　G
エスエス　H

小川泰祐　I
母倉知樹　J,M,N
小川真輝　K

新建築社写真部　L

・自然のゆらぎが感じられる屋内環境（自然換気・自然採光）
・温熱環境の快適性（自然換気、放射、湿度、気流）
・ 光環境の快適性（自然採光と間接光、昼光利用設備、タスク・アンビ
   エント照明、他）
・ 空気質環境（空気経路、CO₂ 濃度、空気齢、空気余命、フィルター、
　感染症対策）
・運動のための階段、フィットネス、屋外スペース
・リフレッシュスペース
・食事空間と食事メニュー
・健康プログラム
・認証プログラムの活用

　健康・快適・安全な空間

・五感を大切にする空間
・暑さ寒さ、明るさ暗さ、騒音静けさ等の場所を自身で選ぶ
・時間や季節による住まい方、働き方
・インフォーマルコミュニケーション
・人の生活による移動と在室空間の遷移
・アクティビティを高め、コミュニケーションを増やす
・適度に密な空間、リモートにつながる空間
・知的生産性向上による組織・企業のメリット
・ウェルネスオフィス等の評価

　感性とアクティビティ

・集中と分散
・密度の高い都心施設のスピードのある生活と安全性の確保
・密度の低い地域施設のスローな暮らしと交信性の確保
・2 地域居住
・屋外・半屋外・屋内の可変性
・時間とともにゆらぎ、偏分布する空間を居住者が選ぶ

　多様性・可変性のあるライフスタイル・ワークスタイル
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カテゴリー11以外：調達した
市税のCO2排出量

2018 2030 2050

自社オフィス

施工時（作業所）

2018 2030 2050

調達資材

設計建物の運用時

2018 2030 2050

自社オフィス

施工時（作業所）

　長期目標

カテゴリー11以外：調達した
市税のCO2排出量

2018 2030 2050

自社オフィス

施工時（作業所）

2018 2030 2050

調達資材

設計建物の運用時

2018 2030 2050

自社オフィス

施工時（作業所）

設計した建物の運用時 CO₂ 排出量
・ZEB 設計ツールの開発
・環境デザインマネジメントの推進
・カーボンゼロ技術の探求
・ZEB 品目の戦略的調達
・お客様の環境配慮経営を支援
　（断熱性能向上、高効率設備機器技術、エネルギー
　マネージメント技術、再エネ活用技術　等）

2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050

2018 年基準

40%削減

100%削減
オフサイト
再生可能エネルギー等

　設計した建物

自社で排出する CO₂ 排出量（スコープ 1&2）

自社以外が排出するCO₂排出量（スコープ3）

2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050

2018 年基準

30%削減

100%削減

　自社オフィス

自社オフィスからの CO₂ 排出量
・クールビズ、ウォームビズ
・健康増進のための階段利用促進
・働き方改革とリモートワークの併用
・消灯励行等の従業員の努力
・空調機器制御等の運用改善
・省エネ機器への更新
・LED 照明化・どこでもプリント・ノート PC 配備
・太陽光発電設備等、再エネ機器の導入
・グリーン電力等の購入
・カーボンクレジットによる相殺
・RE 事業

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
ー
長
期
目
標

調達した資材の CO₂ 排出量
・木建材（燃エンウッド、CLT ほか）の利用推進
・内外装の木質化
・ECM セメント
・電炉鋼
・樹脂サッシ、木サッシ
・軽量エコダクト「エボルダン」
・材料の革新　他

　調達資材

2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050

2018 年基準

25%削減

100%削減

施工時（作業所から）の CO₂ 排出量
・高効率生産システムとロボット、AI、BIM
・作業所における RE の普及
・カーボンクレジットによる相殺
・バイオディーゼル燃料の利用
・建設ロジスティックス改革
　（共同搬送、資材や廃棄物の運搬距離、回数の削減等）
・省エネ、省 CO₂ 工法の採用、技術開発
・高効率な建設機器の開発、導入
・水素燃料建設重機
・ゼロエネルギー作業所

　作業所
　　＋
　廃棄物

2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050

2018 年基準

50%削減

100%削減

30%削減

100%削減

　・設計した建物の運用時の CO₂ 排出量が現在 6 割
　　を占めている
　・自社のみならずサプライチェーンの協力を得なが
　　ら達成する
　・発注者と協力して調達時、施工時の CO₂ 排出量
　　を削減する

スコープ 3：自社のみで達成できない範囲

06– 1

　・建設機械、場内搬送

スコープ 1：燃料

　・照明、空調

スコープ 2：電力
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　ゼロエネルギービル

竹中研修所 匠 新館 新柏クリニック FLATS WOODS 木場 銀座 8 丁目開発計画 （仮称）日本橋本町
一丁目計画

Mother's＋ タクマビル新館 ( 研修センター )

竹中工務店東関東支店 トラスコ中山株式会社大分支店 正興電機製作所 古賀事業所
エンジニアリング棟

■ Net ZEB ■ Nearly ZEB

■ ZEB Ready ■ ZEH-M Ready

テイ・エス テック新本社ビル パナソニックスタジアム吹田

竹中工務店東京本店 飯野ビルディング 横浜市役所 愛知製鋼　本館 オプテージビル 竹中工務店深江竹友寮

兵庫県林業会館

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
ー
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

竹中工務店のゼロエネルギービル実績
 (Net ZEB, Nearly ZEB, ZEB ready, ZEB Oriented)

創
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
（
基
準
値
に
対
す
る
割
合
）

一次エネルギー消費量（基準値に対する割合）
ZEBチャート

0

10

20

30

50

60

40

0 10 20 30 50 60 (%)

(%)

40

13
16

14
15

3

1

2

4

5
6

7
8 9
10

12
11

ZEB Oriented

Nearly ZEB
（75%以上）

ZEB Ready
（50%以上）

Net ZEB
（100%以上）

実績値
計画値

06
　ゼロエネルギービル

　木造・木質建築

木の快適性に関する調査・研究

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

竹中工務店東関東支店
トラスコ中山株式会社大分支店
正興電機製作所 古賀事業所 エンジニアリング棟
テイ・エス テック新本社ビル
パナソニックスタジアム吹田
第一生命新大井事業所
竹中工務店東京本店
日産自動車グローバル本社
コニカミノルタ東京サイト八王子ＳＫＴ
アミノアップ　エコハウス棟
愛知製鋼　本館
オプテージビル
横浜市役所
Aichi Sky Expo ／ 愛知県国際展示場
竹中工務店深江竹友寮（ZEH-M Ready）
飯野ビルディング（事務所階）

パッシブタウン第 4 期街区保育園
野田鎌田学園横浜高等専修学校
慈愛会今村総合病院
東京農業大学厚木キャンパス実験実習棟
アサヒファシリティズ蛍池寮 楓（ZEH-M Ready）
トヨタ紡織グローバル本社
武庫川女子大学 公江記念館
コニカミノルタ高槻サイト 北棟
本町サンケイビル
中央大学多摩キャンパス
リバーホールディングス本社
ニッセイロジスティクスセンター横浜町田
ロックペイント新本社棟
DPL 鳥栖

– 2

協力：（株）イデアラボ

A B

D E G

L

I

F

J

C

K

Photo by 新建築社写真部　A
アイオイプロフォート　B
小川重雄　C,F

小川泰祐　D
大沢誠一　E
エスエス　G　　　

母倉知樹　H,L
宮下写真事務所　I
FOTOTECA　J

古川泰造　K

H

©隈研吾建築都市設計事務所

ZEB チャート
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　ライフサイクル CO₂ ゼロの建物や地域・
   都市に向けて

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
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て
ー
こ
れ
か
ら
の
取
組
み
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資材製造時の
CO₂削減

木造・木質化、
長寿命化

資材製造・建設時の
CO₂削減

解体廃棄時の
CO₂削減運用時の　　エネルギー削減 運用時のCO₂削減

太陽光・太陽熱

バイオマス

パッシブ＋ZEB グリーン電力調達
（カーボンオフセット）

Vehicle to X
（オフグリッド）

余剰エネの貯蔵（数日間）
/蓄電池（オフグリッド）

余剰エネの貯蔵（季節間）
/Power to Gas（オフグリッド）

照明のLED化

空調の効率化

脱炭素
（カーボンオフセット＋オフグリッド）超省エネ

自家発電
エネルギーで相殺再エネ

省エネ

　

建物ライフサイクル

解体時の
CO₂削減

建設時の
CO₂削減

運用 解体廃棄資材製造・建設

ゼロエネルギービル

省エネビル

CO₂ゼロ（脱炭素）ビル

ライフサイクルCO₂ゼロビル

従来の省エネルギービルから、ZEB の創出に発展させ、
さらに調達する電力を再エネ、グリーン電力、蓄電、余
剰電力によるガス貯蔵など、グリーンなエネルギーに
置き換えていく CO₂ ゼロビルが求められる時代に突入
しています。さらにその先には、建物の建設時におけ
る CO₂ と解体・廃棄時の排出量を削減するライフサイ
クルカーボンゼロの建物を生み出すことが求められるで
しょう。2050 年までの長期にわたっては、地産地消型
の、地域におけるエネルギー融通を実践し、カーボン
ニュートラルな社会（地域や都市）が構築されていくこ
とを想定し、それに積極的に関わっていきます。

– 3



普通ポルトランドセメント

旧山口萬吉邸（住宅をイノベーションオフィ
スに再生）

北菓楼札幌本館（「モルトール ®」の活用） 富岡製糸場西置繭所（世界遺産登録された
近代化遺産の保存・活用）

竹中ハットダウン工法
竹中グリップダウン工法

お掃除ロボット 搬送ロボット

ローム京都駅前ビル

既存躯体を残し内外装・設備を全面改修
（ダブルスキン化、LED 化など）

AR、MR による検査作業支援機械

北海道洞爺湖サミット国際メディアセンター
（解体時に建設資材の99%を再利用・再資源化）

三菱一号館（既存建物のガラス、石仕上げ
材、装飾金物等を再利用）

Mother’s＋（ BIM 活用による廃棄物削減、
地産地消建材の採用等）　

(株)凸版プロダクツ深谷工場作業所（廃
プラスチックの分別強化等により、リサイク
ル率 98.5% を達成）

ビル上部に周囲を覆った移動式解体工場
( ハット ) を設置し、下階へ移動させなが
ら順次ビルの解体を行う解体工法

安全と環境に配慮し、塔の足
元部分において、外周柱脚部
の切断とジャッキダウンを繰
り返す解体工法

高島屋東別館（店舗からホテルへのコンバー
ジョン）

19 20
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資
源
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　廃棄物削減

　木造・木質化
1. 耐火木造技術「燃エンウッド ®」
2. CLT（直交集成板）利用技術
3. 中高層木造建築
4. 木造木質建築によるライフサイクル CO₂ 削減
5.「森林グランドサイクル ®」の推進
6. 木質耐震補強技術「T-FoRest®」
7. 木造大径間技術
8. 木の快適性に関する調査・研究

　歴史的建築物の保存・再生
1.「耐震＋省エネ」技術によるストック改修
2. 外装の保存・復元改修
　・「モルトール ®」によるタイルの再利用
　　既設タイル裏面のモルタルを除去し、再利用する技術
3. 長寿命化技術による保存再生
　・近代建築物の高付加価値化コンバージョン
　・近代建築物の文化財登録と活用による保存
　・減築による既存建築物の再生と融合

ハット内

ハット部分

足元作業部

タワークレーン遠隔操作システム「TawaRemo™️」

コックピットタワークレーン（無人）

A

B

Photo by 高崎建築写真工房　A
並木博夫　B

ECM セメントによる CO₂ 排出量の削減

軽量エコダクト「エボルダン ®」

1. リデュース工法の開発と推進
　・建設汚泥等削減工法
　・BIM 活用による加工端材削減
　・梱包材の削減
　・建物の長寿命化技術による廃棄物発生抑制
2. リユースの推進　
　・既存建物の石、陶板、ガラス、装飾金物等希少価値製品の復活利用
　・既存の植栽、岩石等の有効利用・配置計画
3. リサイクルの徹底
　・解体工法の開発
　・マテリアルリサイクルの推進
　・分別の徹底
　・代替品の採用、共同開発

耐火集成材「燃エンウッド ®」の構成 「燃エンウッドCLT耐力壁」の構成

荷重支持部（集成材）
建物の荷重を支える構造体

燃え止まり層（モルタル・石こう）
表面炭化の停止層となり
モルタル・石こうが火災の熱を吸収

燃え代層
火災時に炭化し、遮熱層を形成

■仕様
適用樹種：カラマツ・スギ・ヒノキ（国産）
耐火仕様：1時間および2時間

燃え代層

燃え止まり層

荷重支持部（CLT）

森林グランドサイクル ®

1. グリーン調達の促進
　・グリーン調達品目の開発　
　・グリーン調達品目の普及活動
2. サプライチェーンへの環境経営の浸透
　　CSR 調達の推進
3. 低 CO₂・低環境負荷型建設資材の採用
　・木造・木質建築の推進
　・ECM（エネルギー・CO₂ ミニマム）セメントを用いた
　　ECM コンクリート ®、ECM ソイル ®（地盤改良体）
　・CO₂ 吸収型コンクリート
　・樹脂サッシ、木サッシ
　・軽量エコダクト「エボルダン ®」　など
4. 地産地消材料の活用
　 ・木材（間伐材含む）、石、土（陶磁器製品の材料等）

　資源循環と調達した資材の CO₂ 排出削減

1. 施工技術の進化
　・省エネ、省 CO₂ 工法の採用
　・プレファブリケーション
　・施工ロボット、作業支援機械の開発、導入
　・環境配慮型重機の採用　
　・バイオディーゼル燃料の利用
2. 建設ロジスティックス改革
　・共同搬送による、運搬距離、回数の削減
　・運搬車両の化石燃料からの脱却
　・地産地消材料の活用
3. DX の進化
　・AR、MR 技術を活用した検査業務
　・AI による自動運転・操作アシスト重機
4. 建物の長寿命化、ストック改修

　生産システムの革新と施工時のCO₂ 排出削減

1. 竹中ハットダウン ® 工法
　 振動・騒音・粉塵の拡散抑制
　 ゼロエネルギー（太陽光発電、発電機能付きクレーン）
2. 竹中グリップダウン ® 工法
　 騒音抑制

　環境にやさしい解体工法
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CO2排出量（kg-CO2/t）CO₂ 排出量（kg-CO₂/t）

普通ポルトランドセメント ECM セメント
（高炉スラグ 70％の例）

800
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400

200

0

6割程度減

荷重支持部（集成材）
建物の荷重を支える構造体

燃え止まり層（モルタル・石こう）
表面炭化の停止層となり
モルタル・石こうが火災の熱を吸収

燃え代層
火災時に炭化し、遮熱層を形成

■仕様
適用樹種：カラマツ・スギ・ヒノキ（国産）
耐火仕様：1時間および2時間

燃え代層

燃え止まり層

荷重支持部（CLT）

＋

普通ポルトランドセメント 高炉スラグ微粉末

※ ECM セメント：普通ポルトランドセメントに
低炭素材料である高炉スラグの微粉末を高割合で
含有させたもの

組立て後 断面

輸送時
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生物多様性がもたらす恵み（生態系サービス）は持続可能
な経済・社会の基盤となる自然資本のひとつです。
人と自然が融合する自然共生社会の実現に向け、生物多様
性向上をめざし、自然が持つ多様な機能を多目的に活かす
グリーンインフラを導入したまちづくりを推進します。

1. 自然と共生し環境負荷の小さなまち
2. 都市の魅力が高く人財を惹きつけるまち
3. 誰もが暮らしやすく社会参加できるまち
4. 災害に強く安全・安心なまち
5. 心身の健康と安寧が得られるまち

自
然
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

　生物多様性への配慮 　自然が持つ多様な機能をまちづくりに活かすグリーンインフラ･ソリューション

砕石が敷き詰められたレインスケープに降雨時には雨水が流入して貯留・
浸透機能を果たし、流域治水に活かされる。

　雨水貯留浸透技術　レインスケープ ®

　生物多様性保全・活用モデル
　実践・検証プラットフォーム

敷地全体が SDGs の目標達成に向け、人財育成と、自然が持つ多様な機
能を活かしたまちづくりのプロトタイピングを行う場となる。

ト
12

14

16

18

20

22

24

26

28

 

数種

2

4

6

8

0

2

4

6

8

ロロロロ・・・・・・

待期

生物多様性の指標となる鳥類に着目し、独自のデータベース等を基に多様
な鳥類が棲める緑地づくりを行う。

　都市鳥類に配慮した緑地計画支援技術

生物多様性の保全と地域に根差した美しく魅力的な里山景観の創出に寄与
し、失われつつある生態系の保全を通じた良好なコミュニティを醸成する。

　原っぱの再生技術

近隣の在来草原における植生調査
※土地所有者の許可を得て実施しています

地域の遺伝情報を保持したその土地に土着の水草（水生生物）を維持・保
全し、希少な生態系の保全、豊かな水環境保全に貢献する。

独自のアルゴリズムによって、人や生物にとっての熱・光環境を改善する
最適な樹木配置を導き出す。

地域生態系への貢献に加え、環境教育やコミュニケーションツールとして
の側面にも注目し、養蜂を通じた自然共生社会実現を目指す。

都市の社会課題を解決する手段として期待されている都市農業の多面的機
能の評価と課題抽出及びその解決策等について実証する。

TAKENAKAの
グリーンインフラ

グリーンインフラの5つの効果と
「TAKENAKAのグリーンインフラ」が有する多目的性

環境
自然共生
生物多様性

地球温暖化防止
局所気候緩和
資源循環

健康
身体活動促進
交流促進
ストレス緩和
レクリエーション

防災・減災
雨水流出抑制
土砂災害防止
地震・津波減災
災害時避難場所
延焼防止

社会
コミュニティ醸成
多様な主体の参加
社会的連帯
社会的包摂

経済
人財獲得

不動産価値向上
地域経済活性化
雇用創出

TAKENAKAの
グリーンインフラ

グリーンインフラの5つの効果と
「TAKENAKAのグリーンインフラ」が有する多目的性

　水草の生息域外保全技術

　樹木配置の最適化技術

　養蜂の取組み

　都市農業の多面的機能の評価

A

B

C

Photo by ナカサアンドパートナーズ　A
表恒匡　B
宮下写真事務所　C
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様々な分野が協業し、先端技術で未来を創造

 夢と未知への挑戦で切り拓く未来

 豊かで多様な暮らしと産業を強く支えるインフラ基盤 

最先端の情報インフラ・セキュリティ完備、防災も万全
暮らしと産業発展を支える交通・物流が発展
高効率な再生エネによるスマートコミュニティ

目指すサステナブルなまち 建築・都市の視点

 伝統と特色を活かし、それぞれに存在感のある都市・地域 

地域発の産業・文化の発展が日本の競争力の源泉に
田舎の自然資本と生活基盤を確保
独創的な文化の発信都市

 多様で健康な暮らし方・働き方・学び方ができる場 

ダイバーシティを許容、多様な人々が交流
高度教育・オープンイノベーションの国際拠点
明るい未来のための子育て・教育が充実
健康・福祉・医療サービスで安心な暮らし

　サステナブルなまちづくりと社会システム

立地と人口から「まち」を４つのタイプに分類して、
分析・課題整理をしたうえで未来仮説像を描きました。

）
1

オフィスの中に都心のさわやかな風が流れる超高層ビル

LEED COPY IN ENGLISH

飯野ビルディング

東京都千代田区 2 0 1 4 年

IINO Building
Chiyoda City, Tokyo, JAPAN 2014

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
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□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

　１９６０年に建設され日比谷公園と官庁街に面し

た先代の飯野ビルの建替である.長期に亘って使い

続けることが出来るよう、将来を見据えた都市資産

としての価値を継続できるよう計画した。

■■環境性能とＢＣＰ機能への高度対応を目指した

　複合用途テナントオフィス

環境エンジニアリングと建築デザインの融合を図り、

超高層オフィスビルでありながら自然の光と風に対

し外部に開かれた快適な執務環境と省エネ性能の両

立を目指した.高いビル基本機能と事業継続性、特

にその保守性と拡張性を確保したオフィスと、緑や

アートを配し災害と催しへの対応機能を持たせた公

開スペース、コンベンションや商業施設を含む都市

施設として計画した。

■■立地の歴史性を背景に周辺環境を活性化する

　都市機能と景観の創出

江戸時代に南側に隣接していた外堀内外の結節点で

あった敷地の歴史的文脈を背景とし、日比谷公園側

と虎ノ門方面の結節点(ゲート)としての都市機能を、

①大規模なピロティや地下通路による貫通空間

　(歩行者ネットワーク)

②皇居及び日比谷公園から連続する緑を愛宕方面に　

　繋げる起点としての緑化

③文化交流発信のための低層デザイン

④環境の時代に向かうエンベロープとしての

　外装デザイン

という4つのゲート性として表象させた。

右頁：全面ダブルスキンの採用により、環境の

時代に向かうエンベロープとしての外装デザイ

ンとし、ホール施設を中層に浮かせたゲート性

を感じるデザインを創出
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Environment Performance
Energy Reduction Rate (ERR) : 52.7%
Perimeter Annual Load (PAL) : 202.6（ Office etc.
CASBEE S Rank (certified)

■Lighting ■AC & Vent. ■Plug power
■Others ■Renewable Energy (MJ/m²/y)

272

501

192

Reference Bldg. 
2,034 MJ/m²/y

Consumption:   1,071
MJ/m²/y (Active value, 2015)
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島根・雲南市

雲南ソーシャルチャレンジバレー

地方地域

地方地域

サテライトオフィス構想
チャレンジチーム ヒトカラメディア
雲南市三新塔地区内の空き家を活用し「はたらく」
「とまる」「たべる」「つどう」の４つの機能を持つ施
設を地域住民とともにつくる試みで、地元住民と
社会課題を解決する人材がワークショップなどで
対話を重ね、遊休施設を蘇らせます。

よし ④未来の参画企業よし ⑤日本と世界の他地域よし

エリアマネジメント

※森林グランドサイクルとは：森林とまちをつなぎ、都市部で建物を木造化・木質化することで木材の需要を高め、日本の森林・林業・地域を活性化します。

小川町・地域連携協定

交流人口を増やし
移住者を増やす

ターミナル駅から１時間のところにある埼玉県小川

町。かつて江戸へ木材を搬出していた木の産地であ

り、自然豊かな里山や有機栽培の農作物が暮らしの

そばにあります。和紙産業で一世を風靡したまちの

文化や伝統技術、歴史建物を活用し、二拠点生活や

テレワークなどで都市とつながり、新時代の郊外の

住まいかた、働きかたを描きます。

目的

まちづくりプロジェクト　　事例まちづくりプロジェクト　　事例

塩尻市・地域連携協定

森林資源を活用した
地域活性化から
関係人口を増やす

塩尻市と地域連携協定を締結し、官民連携のまちづ

くりを進めます。活動の中心は社会課題を豊富な森

林資源を活用することで解決し、関係人口の増加を

目指すこと。歴史的建築資源の活用、木質バイオマ

スによるエネルギーの地産地消など「森林グランド

サイクル ®」の循環をうながします。

取り組み進行中

郊外 木造・木質

長野・塩尻市 埼玉・小川町

過疎化・木材利用・まちの担い手不足
雇用創出・空き家・地域魅力化

地方地域

課題

「奈良井宿 まちやどプロジェクト」

京都と江戸を結んだ中山道の真ん中に位置する木曽路の「奈良井宿」は今も風情のこる宿場町。しか
し近年、空き家が増加。文化庁の重伝建地区に指定される歴史的建築物を活用してかつての賑わいを
復活させるため、まちのシンボルである酒蔵と宿屋を「まちやど」として再生します。

地方地域

郊外

伝統・文化 木造・木質

目的

▲ 部屋はまちに点在させ、
　 宿場町全体を「宿」と見立てる

地元森林組合と連携し、
ウッドチップを燃やし
て寒い木曽谷でお風呂
をわかします。

地元木材チップによる
ウッドボイラ

人口減少・木材産業衰退
地域活性

課題

「小川町森林グランドサイクル®」

「深川川床プロジェクト（本書10P）」の川床に使
用した木材を搬出。木を通じて川上と川下がつ
ながりました。大都市の木材利用による木材提
供を近距離で行えると注目を集めた。

石藏改修プロジェクト
小川町、NPOあがりえ、竹中工務店の三者連携
協定を活かし、三協織物（株）の関東最大級の大
谷石の藏をコワーキング拠点としてリノベーショ
ン。「まちのロビー」を創造するプロジェクト。

ウッドボイラ

チップ

サイロ ボイラ タンク お風呂

▲ キノマチを通じた川の上下流のつながりを
　 話しあうワークショップ

※

島根・雲南市

雲南ソーシャルチャレンジバレー

地方地域

地方地域

サテライトオフィス構想
チャレンジチーム ヒトカラメディア
雲南市三新塔地区内の空き家を活用し「はたらく」
「とまる」「たべる」「つどう」の４つの機能を持つ施
設を地域住民とともにつくる試みで、地元住民と
社会課題を解決する人材がワークショップなどで
対話を重ね、遊休施設を蘇らせます。

よし ④未来の参画企業よし ⑤日本と世界の他地域よし

エリアマネジメント

イーストベイ東京プロジェクト

汐浜テラス

ねぶくろシネマ in 新木場
「ねぶくろシネマ」と「ミズベリング＠イースト
ベイ TOKYO」と地元の「新木場地権者協議会イ
ベント」が協働してイベントを開催。東京湾に面
した新木場公園で、バーベキューを楽しみ、水辺
の芝生に寝転んで映画を楽しむという新しい水辺
エンジョイスタイルを提供し、好評を博した。

大都市 グリーンインフラ

エネルギーマネジメントシステム
「I.SEM　」

水素利用実証施設

スローモビリティ
（雲南市 健康コミュニティを
支える事業）

深川川床

あべのハルカス・てんしば うめきた 2 期地区開発

飯野ビルディング
＋イイノの森

 森林グランドサイクルを推進する
 歴史や個性を活かした、
 シビックプライド型エリアマネジメントタウンを創る

 農地 ･ 緑地 ･ 水辺を活かし心と体の健築タウンを創る シェアリングやスマートユースで安全な都市を創る

建物に使用する原木の伐採体験会（中央大学多摩キャンパス建設における取組み）

高層木造構想
（Alta Ligna Tower）

古民家再生
（奈良井宿再生事業）

汐浜テラス

■水辺を多様に活用

ねぶくろシネマ in 新木場

フィットネスロード汐浜運河

■「健康になる緑道」を整備 ■堤防緑地を川床で活用
・水辺を多様に活用

汐浜テラス

・コロナ下の公園活用実験

フィットネスロード汐浜運河

・堤防緑地を川床で活用

深川川床

建築とパブリックスペース　
過密から適度な賑わいへ
オープンスペース＋屋外活用
ウォーカブル
歩道活用による賑わいの中での交流
屋上菜園
アーバンワイナリー
など

ともに築くまち、　　　
　　　   未来仮説像

空き家活用
（雲南市 サテライトオフィス構想）

・コンパクト + ネットワーク
・景観　風景　水景　サウンドスケープ
・生物多様性
・地域の大気・熱環境・水環境・路面・交通
・地域を冷やす：クールシティ
・都市の風の道

 地域の環境の質 

・地域の取組みへの参画
・DCP（緊急時地域活動継続計画）
・自然災害リスク　地域防災
・ AEMS（エリア・エネルギー・マネジメント・    
   システム）
・地域の魅力　地域の文化・伝統の継承

 エリアマネジメント

・負荷相殺、供給最適配分
・デマンドレスポンス
・ICT 活用
・ミックスト・ユース
・ピークカット／ピークシフト
・ダイナミック・プライシング
・分散エネルギー

 地域のエネルギー

A

B

C

Photo by 母倉知樹　A
小川泰祐　B
エスエス　C

Ⓡ
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当社の重要課題特定を行うにあたり、まず外部の専門家や有識者とのダイアログ
などを行い、また国際的ガイドライン等（SDGs、GRI、ISO26000、グローバ
ルインパクト、SASB、ESG 評価機関の指標など）の参照から、社会課題を抽出
しました。次に、社会にとっての重要度、自社にとっての重要度の 2 つの視点
から議論を行い、アウトサイドインアプローチの視点から当社にふさわしい優先
順位付けを行っていきました。その課題解決の活動計画として、方策、さらに指
標（KPI）と目標値を設定し、関連する SDGs を含め、2020 年 3 月に公表して
います。

最重要課題には、「環境 ( ゼロエネ ･ 脱炭素 )・社会に配慮した建築とサービスの
構築」、「サステナブルなまちに向けた社会システムの創出」、「高品質で安全な建
築とサービスの提供」などを特定しています。続いて「技術開発とイノベーショ
ン」、「働きがいのある環境の実現」、「持続可能なサプライチェーン」、「持続可能
で生産性の高い建設プロセス」、「事業所における CO₂ 削減」などを特定してい
ます。

これから社会的に最重要課題になっていく領域の課題には、「今後の気候変動へ
の対応」、「資源循環と廃棄物削減」、「ストック活用」、「伝統文化継承と価値再創
出」、「共創活動の推進」などを特定しています。

環
境
と
の
調
和
に
向
け
た
重
要
課
題

10

　当社の重要課題（マテリアリティ）の設定

543

4

3

5

環境（ゼロエネ・
脱炭素）・社会に
配慮した建築と
サービスの展開

事業活動における
CO₂削減

社会・環境に配慮
したライフスタイ
ルを後押しする情
報発信・啓発

先端技術開発と
イノベーションの
推進

資源循環と廃棄物
削減

共創活動の推進

建築の長寿命化と
ストックの維持・
活用推進

建物とまちのレジ
リエンスの向上

多様な人々の健や
かで働きがいのあ
る環境の実現

今後の気候変動へ
の対応

生物多様性への
配慮

伝統文化の継承と
価値再創出

現場近隣コミュニティ
への配慮と対話

サステナブルなま
ちに向けた社会シ
ステムの創出

高品質で安全な建
築とサービスの
提供

公共政策への働き
かけ

持続可能なサプラ
イチェーンの実現

公衆災害や労働災
害のない作業所の
実現

水資源の保護と
効率的な利用

労働時間等の適正
な労働条件の担保
（従業員、協力会社）

持続可能で生産性
の高い建設プロセ
スの追求

社会関連

環境関連

社会・環境関連

まちづくりイノベーション関連

重要課題とマトリックス

自社（竹中工務店）にとって重要

社
会
（
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
）
に
と
っ
て
重
要
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